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●はじめに

●「知的障害のある人と家族の地域生活」を考えるために検討しなければならないこと

●社会福祉とは？


広義の福祉＝人間の幸福　狭義の福祉＝福祉サービス



Social Security（社会保障学）



Social Policy （社会＜福祉＞政策学） 


●社会福祉の歴史的背景


１８世紀まで　救貧と慈善の時代

　←宗教・ボランティア


１９世紀後半　近代工業化社会の成立
　←原子論的個人主義


２０世紀初頭　資本主義社会の矛盾の顕在化
　←社会主義の台頭


２０世紀半ば　集産主義（collectivism）の成立　→福祉国家

ベバリッジ報告（１９４２）


１９７０年代　対人社会サービス(personal social service)の重視→コミュニティケア


シーボーム報告（１９６８）

●福祉国家


前提　工業化社会・資本主義社会（の維持のための修正）


　　　過度な個人主義を是正し、社会的連帯との両立を目指す


　
Ⅰ　市民社会・市民社会のmembership＝市民権（「国民」としての権利と義務）



　　自由権＜参政権＜社会権（生存権的基本権）

　
Ⅱ　社会権保障の方策として




①所得保障・雇用の保障　　

②対人社会サービス・住宅（・教育）の充実




↓


　　　
　　コミュニティ（地域）への着目

●障害・障害者（児）とは？


福祉サービス←サービスの必要(need)←サービスをうける利用者（対象）


対象別の福祉の捉え方＝高齢者・児童・障害者


「社会保障」の基本的な考えかた


福祉と障害者の関係の始まり＝戦争


障害者＝リハビリテーションの対象→「社会復帰」が求められる（社会の負担を減らすために）

先天的重度障害・知的障害・精神障害の位置は？
→「隔離」（施設）


障害者も市民である。では、「障害者の市民権」は？（障害者の立場で市民権の再確認・再定義）



自由権→
「地域で暮らす権利」・「自己決定権」（ノーマライゼーション）



参政権→
決定に対する「参加」（完全参加と平等）



社会権→「幸福追求権」・「あたりまえに暮らすために福祉サービスをうける権利」


自由と平等の両立のしくみ作り＝差別禁止法、affirmative action

●障害のある人の家族をどうとらえるか

家族ストレス論

地域福祉論

家族福祉論


脱家族→当事者（介助される側）の視点


「障害者家族を生きる当事者の意味世界から、障害者家族を読み解く試み」

=========================================================================

温情判決：自閉症の長男を殺した男性に執行猶予　神戸地裁
［毎日新聞５月１６日］ ( 2003-05-16-00:57 )

　養育の悩みから自閉症の長男（当時１４歳）を殺して殺人罪に問われた神戸市北区道場町生野、元新聞販売店従業員、田中建典（けんすけ）被告（５７）に対し、神戸地裁は１５日、懲役３年、執行猶予５年（求刑懲役６年）を言い渡した。笹野明義裁判長は、情状酌量で「できる限りの世話を長年続けるなど同情できる点が多い」と述べた。田中被告の友人や医療関係者、障害者団体などから、刑の減軽を求める嘆願書約２万人分が集まっていた。

　判決によると、田中被告は昨年７月２４日正午ごろ、自宅２階で寝ていた長男の首をコードで絞め窒息させた。自らも遺書を書き、自殺をしようとしたが死にきれなかった。

　長男は２歳ごろから言葉の成長が遅れ、他人の視線を感じて暴れるパニック症状が出るようになり、養護学校入学後、知的障害のない「高機能自閉症」と診断された。昨年７月には症状が悪化した。笹野裁判長は「安らかな長男の寝顔を見て、『これ以上苦しむ姿を見たくない』と発作的に起こした犯行」と述べた。また、長女が交通事故に遭うなどして精神的に追い詰められた背景がある、と指摘した。

　弁護人は「被告の子どもへの愛情を理解した判決で評価できる」と話した。【井上大作】
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